


　経営感覚に優れた農業法人や女性農業者、農家子弟、農外からの新規就農者、豊富な知識や
技術を持った高齢者、新規参入企業など多様な担い手を確保するとともに、自らの創意工夫に
より意欲的に経営改善などに取り組む担い手の経営力や生産力の向上を図り、農業に関わる人
財力を高めます。また、６次産業化など県産農産物の高付加価値化やブランド化による県産農産
物の需要拡大を図り、担い手の収益力向上を促進するなど、本県農業の稼ぐ力を高める取組を
展開し、農家１戸当たりの生産農業所得１５％向上を目指します。

　担い手へ農地を集積・集約化するとともに、法人化等を支援することで経営力の向上を図りま
す。また、農業大学校等を活用し経営感覚を身につけた新規就農者の育成を図ります。さらに、
地域農業を支える多様な担い手として女性農業者や高齢者の活動促進、企業等の農業参入を支
援することにより埼玉農業の成長産業化を図ります。
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成長する埼玉農業を支える担い手を育成する

食料・農業

　指 標
　　　　Ⅰ　農業法人数　　
　　　　　　　現状値　７２２法人　　→　目標値　１，２００法人
　　　　　　　（平成２６年度末）　　　　  （平成３２年度末）
　　　　Ⅱ　新規就農者数
　　　　　　　現状値　２８６人/年間 →　目標値　３３０人/年間
　　　　　　　（平成２７年度）　　　　　  （平成３２年度）

活躍する若手農業者たち
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　農業生産の基礎となる優良農地を確保するとともに、農地中間管理事業をフル活用すること
により、担い手へ農地を集積・集約化し、農地の有効活用を図ります。
　また、低コストな農業生産基盤の整備や農業水利施設の長寿命化、農業用ため池の耐震化を
進め、生産性向上と災害の未然防止を図ります。
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優良農地の確保と農地の有効活用を進める

　指 標
　　　　Ⅰ　担い手への農地集積率　　
　　　　　　　現状値　２４％　　→　　目標値　３９％
　　　　　　　（平成２６年度末）　　　　（平成３２年度末）
　　　　Ⅱ　遊休農地解消・活用面積
　　　　　　　目標値　２，０００ｈａ　
　　　　　　　（平成２８年度～平成３２年度）
　　　　Ⅲ　基盤整備面積　　　　
　　　　　　　現状値　２２，１７０ｈａ　→　　目標値　２２，７７０ｈａ
　　　　　　　（平成２６年度末）　　　　　　（平成３２年度末）

●実施前●
担い手の利用する農地が分散

●実施後●
農地を集積・集約化することで

作業の効率化を実現

農地中間管理事業を活用した農地の集積・集約化
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　県内各産地の特徴を生かしながら、品目ごとに実需者ニーズに対応した生産体制の整備を支
援するとともに、安定生産などに必要な新たな生産技術等の研究開発を計画的に実施し、県産
農産物の生産力を強化します。
　また、農業生産における環境負荷を低減させ持続可能な農業を促進します。
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多彩な農産物の生産力を強化する

　指 標
　　　　Ⅰ　野菜の新規作付拡大面積
　　　　　　　目標値　１，０００ｈａ
　　　　　　　（平成２８年度～平成３２年度）
　　　　Ⅱ　オーダーメイド型産地育成数
　　　　　　　目標値　３０地区
　　　　　　　（平成２８年度～平成３２年度）

産出額全国第１位を誇るねぎ、パンジー

県内各地で生産される多彩な農産物
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